
ー，
婿
鵬
飛・
中
国

外
交
部
長
が
先
ご

ろ、
衆
院
外
務
委

員
会
訪
中
国
と
会

見
し
た
際、
日
米

安
保
体
制
に
つ
い

で、
川
町UM
の
変
化
を
理
由
に、
き
わ
め
て
筒

定
的
な
批判同
市］
行っ
た
経
緯
を
民
社
党
の
末

永
災一
民
が
免
法
レ、
閉
店
を
呼
ん
で
い
る

（
『
毎
日
新聞』

七
三
年
十
二
月
十

vm汀潔議mw

七
日）
。
こ
の
訪

明…rお持

中
間
の
巾
田川i
脳

弘m
fu別総？

と
の
会
見
内
容
に

つ
い
て
は、
一
部

に
す
で
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
が、
日
米
安
保
条
約
の
施
策
を
依
然

と
し
て
第一
玲
的
に
唱
え
て
い
る
「
革
新
外

交」
の
側
に
とっ
て、
こ
の
会
見
内
容
は、
広

〈
伝
え
ら
れ
で
は
問
る
も
の
で
あっ
た。

だ
が、
中
ソ
対
立
を
れ主〈
の
対
外
関
係
と
レ

で
い
る
今
日
の
中
国
が、
米
中
接
近、
日
中
国

交
と
い
う
図
際
烈
協
の
変一
の
な
か
で、
日
米

安
保
体
制
の
滋
味
づ
け
と
そ
の
評
価
を
大
き
く

修
正
し、
日
米
安
保
体
制
の
現
状
縦
持
を
む
レ

題5

a－
n
劣T

ろ
窪
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
で

は、
周
怒
来、
際
零峰、
張
春
山
民
ら
山川
［円山関

係
者
の一
一躍
の
発
苗
に
よっ
て
す
で
に
向
聞
の

と
と
で
あっ
た。

もっ
と
も
中間
は、
日
米
安
保
体
制
や
臼
木

の
防
衛
力
の
問
題
に
つ
い
て
は、
早
く
か
ら、

か
な
り
現
実
的
な
考
え
方
を
示
し
て
お
り、

た
と
え
ば一
九
五
七牢
の
口
木
社
会
覚
浅
沼
訪

中
団
に
対
し
て
も
毛沢
市川
主
席
問
身
が、
「
将

中
，，，思

来、
中
園、
白
木、
印
度
も
原
水
燥
を
も
つ
で

しょ
う」
と
揺
り、
ま
た、
「
日
本
が
ア
メ
リ

カ
か
忌
歪
に
独
立
し、
軍
問
主
義
一か
促
回附
す

る
こ
と
が
な
く
な
り、

外部
か
ら
利
用
さ
れ
る

と
と
も
な
く
な
り、
佼
院
の
脅
威
が
な
く
な
れ

ば、
日
本
と
中
国
と
の
聞
に
不
可
侵
条
約
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す」
と
述
べ
て、
さ
ら
に「
こ

の
場
合、
中
ソ
友
好
同
盟
条
約
の
沼
明
項
目
を

改
正
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す」
と
も
つ
け
加
え

ι 

s 

－
hμ・
JJ1 

で
い
る
の
で
あ
る
（
『
白
木
社
会
党
訪
中
親
善

使
節
間
報
告
力』
）
。

中
間
は
今
日、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
い
よ
い

よ
現

実他し
た
と
認
淑
し
て
い
る
の
で
あっ
て

今
回
の
制限
鴎
飛
発活
は、
そ
の
怒
味
か
ら
す
れ

ば
別
に
驚
く
に
は
悩
し
な
い。
た
だ、
国
際
環

境
の
大
き
な
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず、
十
年
い

や二
十
年
三
十
年一
日
の
ご
と
き
国
防
感
党
を

脱
し
仰
な
い
政
党
が川
招
狼
狽
せ
ざ
る
を
仰な

い
だ
け
で
あ
る。

「
安
全
に
はコ

ス
ト
が
か
か
り
ま

す」
と
は
イ
ザ
ヤ

．
ペ
ン
ダ
サ
ン
民

嶺
雄

の
言
葉
で
あっ

た。
『
日
本
人
と

ユ
ダ
ヤ
人』
がベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
なっ
た
に
も
‘

か
か
わ
ら
ず、
こ
の
音楽
の
も
つ
愈
味
が
ま
だ

白
木
人
に
は
十
分
に
稼
m附
さ
れ
て
い
な
い
の
は

皮
肉
だ
が、
石
間
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
H
ひ
よ

わ
な
G
N
P
大国H
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
る

折
だ
け
に、
国
民
も
政
党
も、
甘
え
や
ご
ま
か

し
ゃ
な
れ
あ
い
で
は
な
い
建
設
的
な
安
全
保
障

論
絞
を
い
ま
こ
そ
誌
剣
に
岡山
開
せ
ね
ば
な
る
ま

，
ぃ。

（
東
京
外
語大
助
教
授）
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